2012～2013年度

クラブ活動計画及び目標
小樽南RC会長　岡﨑芳明
田中作次国際ロータリー会長は「奉仕を通じて平和を」をテーマとし、RI戦略計画として　

・クラブのサポートと強化
・人道的奉仕の重点化と増加
・公共イメージと認知度の強化
の3点をあげておられます。
それとともに細川ガバナー年度の強調事項・地区目標をふまえて、本年度小樽南ロータリー
クラブは皆様と共に“奉仕と平和”を基本に未来へ向かっての指針を考えてみる機会を

持ちたいと思っております。
小樽市は年々人口が減少し、当クラブも90名強いた会員数が、既に70数名にまで下がり
このままでは近々60名近くまで減少する事も危惧されます。

会員減少に対しての対策として、
地域の方々にロータリーを知っていただく為のホームページの活用
新世代の方々にもロータリー活動を理解して貰い将来のロータリアンを育てていく事
会員がクラブの問題点等の情報を共有し全員の問題として考えていく事
が大切だと思います。
併せて親睦と友情の拡大と言う観点から、魅力のある例会、奉仕の在り方、会員や
ご婦人参加型の楽しい親睦会等を考えていく事も大切です。
そこで今期はクラブの将来に向けての問題点や在り方を検討する為に、ロータリー経験の
短い方、長い方を混在させたプロジェクトチームを立ち上げ皆さんと共に考えたい
と思っております。
＜クラブ活動目標＞
1.　会員増強
　　2.　新世代に対する奉仕活動の拡充

　　3.　ロータリーの広報活動の活発化

　　4.　クラブ内会員の親睦と友情を深めよう

　　5.　ＲＣ活動推進プロジェクトを立ち上げる

◎重　点　要　望

1.　会員増強、目標は会員数の3％にあたる純増3名

2.　クラブとして地域社会並びに新世代に対して出来る奉仕を考えてみる

3.　ロータリーの原点に戻り　クラブ会員内の親睦と友情を深め

地域社会へそれぞれの職業を通して奉仕をしよう

4.　小樽南ＲＣのホームページを最大限活用する為の

継続的なシステムを構築する

5.　ロータリー経験の長い会員から短い会員までの混在プロジェクト

チームを作り、ＲＩ戦略計画や地区目標を実現する為と、ロータリー

精神を基に将来に向けての小樽南ＲＣ活性化の指針を考える

　　　　＊会員皆様の温かいご理解とご協力をお願い致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
